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(57)【要約】
【課題】
　処理性能を維持しつつ、消費電力を低減する。
【解決手段】
　信号処理部（１０４）は異なる電圧で動作可能である
。メモリ（１０５）には、信号処理部（１０４）の個体
差を反映した特性値が格納される。電源種類検出部（１
０３）は、電源（１０１）の種類を検出する。電圧制御
部（１０２）は、メモリ（１０５）から読み出した特性
値に従い信号処理部（１０４）の設定電圧を決定し、信
号処理部（１０４）の電圧を、電源種類検出部（１０３
）で検出される電源の種類に応じたシーケンスで設定電
圧に制御する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　種類の異なる複数の電源を利用できる電子機器であって、
　異なる電圧で動作できる信号処理部と、
　前記電子機器に電力を供給する電源の種類を検出する電源種類検出手段と、
　前記信号処理部の個体差を反映する特性値を記憶するメモリと、
　前記特性値に従い前記信号処理部の設定電圧を決定し、前記信号処理部の電圧を前記電
源の種類に応じたシーケンスで前記設定電圧に制御する制御手段
とを有することを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記制御手段は、
　前記特性値に従い駆動されて、前記信号処理部の電圧レベルを測定する電圧レベル測定
センサと、
　前記電圧レベル測定センサにより測定される前記電圧レベルに従い前記設定電圧を決定
する手段
とを具備することを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記制御手段は、
　前記特性値にマージンを加算した結果に従い駆動されて、前記信号処理部の電圧レベル
を測定する電圧レベル測定センサと、
　前記電圧レベル測定センサにより測定される前記電圧レベルに従い前記設定電圧を決定
する手段
とを具備することを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記制御手段は、
　前記電源種類検出手段で検出される前記電源の種類に応じてマージンを決定する手段と
、
　前記特性値に前記マージンを加算した結果に従い駆動されて、前記信号処理部の電圧レ
ベルを測定する電圧レベル測定センサと、
　前記電圧レベル測定センサにより測定される前記電圧レベルに従い前記設定電圧を決定
する手段
とを具備することを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記電子機器の起動時を含む所定タイミングで前記信号処理部の電圧
を制御することを特徴とする請求項１ないし４の何れか１項に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記特性値は、前記信号処理部で使用されている回路素子の性能を示すことを特徴とす
る請求項１ないし５の何れか１項に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記信号処理部に印加する電圧を前記設定電圧に向けて段階的に制御
することを特徴とする請求項１ないし６の何れか１項に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記信号処理部に印加する電圧の電圧変化量と電圧変化間隔の少なく
とも一方を前記電源の種類に従い決定することを特徴とする請求項７に記載の電子機器。
【請求項９】
　前記電源の種類は、電池、ＡＣアダプタ、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）及び無線給
電の２つ以上を含むことを特徴とする請求項１ないし８の何れか１項に記載の電子機器。
【請求項１０】
　異なる電圧で動作できる信号処理部を具備し、種類の異なる複数の電源を利用できる電
子機器を制御する方法であって、
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　前記電子機器に電力を供給する電源の種類を検出する電源種類検出ステップと、
　前記信号処理部の個体差を反映する特性値に従い前記信号処理部の設定電圧を決定する
ステップと、
　前記信号処理部の電圧を前記電源の種類に応じたシーケンスで前記設定電圧に制御する
制御ステップ
とを有することを特徴とする電子機器の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数種類の電源を利用可能な電子機器等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子機器の性能向上を図るには、電子機器の処理系全体の動作クロックの周波数を高く
して電子機器の処理速度を上げる必要がある。しかし、動作クロック周波数を高くすると
消費電力が増加するので、電池動作の場合の動作可能時間が減少してしまう。
【０００３】
　電子機器の消費電力を低減する方法として、電子機器の機能に応じて電子機器の必要な
部分に供給する電圧を制御する技術が知られている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－３０２７１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　昨今の電子機器には複数種類の電源を利用可能なものが多い。例えば、電池、外部の交
流電源及び外部の直流電源（例えば、ＵＳＢ給電）の何れかを選択して使えるようにした
電子機器が普及している。外部交流電源を使用する場合、いわゆるＡＣアダプタを介する
場合と、非接触給電系を介する場合とがある。
【０００６】
　特許文献１に記載される技術は、電子機器への安定した電力供給を前提としており、安
定した電力供給を見込めない電源が選択された場合については、考慮されていなかった
【０００７】
　そこで、本発明は、電子機器に接続される電源の種類に応じて、消費電力を低減させる
ようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る電子機器は、種類の異なる複数の電源を利用できる電子機器であって、異
なる電圧で動作できる信号処理部と、前記電子機器に電力を供給する電源の種類を検出す
る電源種類検出手段と、前記信号処理部の個体差を反映する特性値を記憶するメモリと、
前記特性値に従い前記信号処理部の設定電圧を決定し、前記信号処理部の電圧を前記電源
の種類に応じたシーケンスで前記設定電圧に制御する制御手段とを有することを特徴とす
る。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、電子機器に接続される電源の種類に応じて消費電力を低減させるよう
にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施例の概略構成ブロック図である。
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【図２】本実施例の電源制御処理の一例を示すフローチャートである。
【図３】本実施例のマージン決定処理の一例を示すフローチャートである。
【図４】本実施例の電圧制御処理の一例を示すフローチャートである。
【図５】本実施例の電圧制御のシーケンスの一例である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して、本発明の実施例を詳細に説明する。
【実施例１】
【００１２】
　図１は、本発明に係る電子機器の一例である撮像装置の概略構成ブロック図である。撮
像装置１００は電源１０１として、撮像装置１００に着脱可能な電池２００、直流電力を
出力する外部装置３００、商用交流電力から直流電力を生成するＡＣアダプタ４００及び
無線給電装置５００の何れか一つを選択的に利用可能である。外部装置３００は、例えば
、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）のように直流電力の供給をサポートする出力インター
フェースを有する機器である。無線給電装置５００は、コイル結合又は静電結合等の非接
触方式で電力を供給する伝送系を利用する給電装置である。
【００１３】
　電圧制御部１０２は、電源１０１として選択された機器からの電力から撮像装置１００
の各部に供給すべき電圧（電源電圧及び参照電圧）を生成し撮像装置１００の各部への電
圧供給を制御する。
【００１４】
　電源種類検出部１０３は、電源１０１として、電池２００、外部装置３００、ＡＣアダ
プタ４００及び無線給電装置５００の何れか選択されているかを検出する。
【００１５】
　信号処理部１０４は、図示しないＣＣＤセンサ又はＣＭＯＳセンサ等の撮像素子から撮
影時に出力される画像信号を処理し、撮像装置１００内の各ブロックを制御する信号を処
理する。
【００１６】
　メモリ１０５には、信号処理部１０４の電源電圧に対する特性値が格納される。メモリ
１０５に格納される特性値は、例えば、信号処理部１０４で使用されているトランジスタ
の性能をリングオシレータ回転数に換算したものなどである。メモリ１０５に格納される
特性値は、信号処理部１０４の個体のばらつきによって値が変わる。リングオシレータ回
転数は、トランジスタの遅延特性を表し、この値が小さければ回路の遅延時間が大きくな
り、電流が流れにくくなる。また、リングオシレータ回転数が大きければ遅延時間が小さ
くなり、電流が流れやすくなる。信号処理部１０４に使用されているトランジスタのリン
グオシレータ回転数は、製造時のばらつき及び印加電圧などによって異なる。電圧制御部
１０２は信号処理部１０４に供給する電源電圧の制御に際して、メモリ１０５に格納され
る特性値を参照する。
【００１７】
　電圧レベル測定センサ１０６は、信号処理部１０４に供給される適正な電源電圧を測定
する。
【００１８】
　時間計測部１０７は、段階的に電圧変更を行う際に電圧変更のタイミングを決定するた
めに使用される。
【００１９】
　保存部１０８は、電圧制御を行う際に使用する電圧制御固有値を保存する。
【００２０】
　各ブロック１０２～１０８はバス１０９に接続し、バス１０９を介して種々のデータを
やりとりする。電圧制御部１０２は図示しない個別の電源線を介してブロック１０３～１
０８に電源電圧を供給する。同じ電源電圧で良いブロックには、電圧制御部１０２は、共
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通する電源線を介して電源電圧を供給してもよい。
【００２１】
　図２に示すフローチャートを参照して、本実施例における電圧制御処理を説明する。
【００２２】
　撮像装置１００の起動時に、電源種類検出部１０３が、撮像装置１００に電力を供給し
ている電源１０１の種類を検出する（Ｓ２００）。例えば、電源種類検出部１０３は、電
圧値、供給電流及びリップル等により、電源１０１が電池２００、外部装置３００及びＡ
Ｃアダプタ４００のどれに対応しているかを検出する。
【００２３】
　電圧制御部１０２は、メモリ１０５から信号処理部１０４の特性値を読み取る（Ｓ２０
１）。上述したように、この特性値は、信号処理部１０４に使用されているトランジスタ
などの回路素子の性能を示す値、例えば、リングオシレータ回転数であり、電流の流れや
すさを示す指標である。この回路素子の性能に応じて信号処理部１０４が必要とする電圧
が変化するので、この特性値は、信号処理部１０４に印加する電源電圧の適正電圧値を決
定する際に用いられる。この特性値を用いて電源電圧値を決定することで、信号処理部１
０４の製造時のばらつきを吸収し、信号処理部１０４には個体毎に適正な電源電圧を印加
できる。
【００２４】
　電圧制御部１０２は、信号処理部１０４の内部回路の経年劣化と電源種類検出部１０３
から得られる電源種類を考慮したマージンを、Ｓ２０１で読み取った特性値に加算する（
Ｓ２０２）。Ｓ２０２におけるマージンの決定方法は後述する。特性値がリングオシレー
タ回転数を示すので、マージンもリングオシレータ回転数に換算した値とする。以降の説
明では、特に断らない限り、マージンはリングオシレータ回転数の換算値として扱う。
【００２５】
　電圧制御部１０２は、Ｓ２０２でマージンを付加した特性値で電圧レベル測定センサ１
０６を駆動し、電圧レベル測定センサ１０６に現時点で信号処理部１０４に印加されてい
る電圧と適正電圧との誤差を算出させる（Ｓ２０３）。電圧制御部１０２が電圧レベル測
定センサ１０６にトランジスタの性能とマージンを考慮したリングオシレータの回転数を
送信すると、電圧レベル測定センサ１０６が、その時点で印加されている電圧での回転数
と比較し、その誤差を算出する。電圧レベル測定センサ１０６は、算出した誤差をバス１
０９を介して信号処理部１０４に通知する。
【００２６】
　信号処理部１０４は、電圧レベル測定センサ１０６から通知される誤差を元に適正電圧
を求め、得られた適正電圧値を電圧制御部１０２に通知する（Ｓ２０４）。誤差はパーセ
ンテージ（－１００％～１００％）で算出される。その時点での信号処理部１０４の電源
電圧をＶｃ、誤差をｅとすると、適正電圧値Ｖａは、以下の式を用いて、
Ｖａ＝Ｖｃ（１＋ｅ／１００）
と算出できる。信号処理部１０４は、算出した適正電圧値Ｖａをバス１０９を介して電圧
制御部１０２に通知する。
【００２７】
　電圧制御部１０２は、信号処理部１０４から通知された適正電圧値Ｖａを設定電圧（又
は目標電圧）として、信号処理部１０４に供給される電圧が設定電圧になるように所定シ
ーケンスで制御する（Ｓ２０５）。Ｓ２０５における電圧制御部１０２による電源制御の
詳細は後述する。
【００２８】
　図３を参照して、ステップＳ２０２におけるマージン決定方法を説明する。マージンは
、撮像装置１００の動作に最低限必要な電圧値を下回らない様にするための安全対策と、
撮像装置１００の処理性能の向上のために使用される。具体的には、メモリ１０５に記憶
された特性値のみを使用して電圧レベル測定センサ１０６を駆動すると、その時点での信
号処理部１０４の適正電圧が得られる。そこで、メモリ１０５に記憶される特性値にマー
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ジンを加算した値で電圧レベル測定センサ１０６を駆動すると、適正電圧よりも大きい電
圧値が得られる。つまり、信号処理部１０４に供給する電圧値は、メモリ１０５に記憶さ
れる特性値から算出される電圧値にマージンから算出される電圧値を加算した値となる。
これにより、信号処理部１０４は、より多くの電力が必要な処理に、電源電圧の上昇を待
たずに対応しやすくなる。
【００２９】
　本実施例では、マージンの決定方法を電源種類に応じて変更することで、マージンを電
源種類に応じて決定する。
【００３０】
　電源１０１が外部装置３００及びＡＣアダプタ４００ではなく電池２００である場合（
Ｓ３００でＹｅｓ）、電圧制御部１０２は、電池２００に応じたマージン決定処理でマー
ジンを決定する（Ｓ３０１）。電池２００の場合、常に安定した電力供給が見込めるわけ
ではなく、かつ、アルカリマンガン乾電池などの一次電池、リチウムイオン電池などの二
次電池など、電池の種類によって電力供給能力が様々となる。そこで、電圧制御部１０２
は、所定時間経過毎に電圧レベル測定センサ１０６を駆動し、信号処理部１０４に供給す
る電圧を定期的に変更する。この際に付加するマージンは、消費電力を抑えるために経年
劣化による要素のみを考慮し、電源１０１が外部装置３００又はＡＣアダプタ４００のと
きより小さくする。これにより、経年劣化を考慮した上で、その時点での信号処理部１０
４が必要とする最低限の電圧値が得られ、撮像装置１００の消費電力を抑制できる。
【００３１】
　電源１０１がリチウムイオン電池などに比べて、出力電圧の急激な降下が発生しやすい
乾電池、例えばアルカリマンガン乾電池である場合、撮像装置１００の消費電力の大きい
処理を制限し、他の電池（例えば、リチウムイオン電池）よりもマージンを小さくする。
これにより、消費電力を軽減できる。
【００３２】
　撮像装置１００の処理の切り替わりの際や、電池残量が所定の閾値を下回った際に、電
圧レベル測定センサ１０６を駆動させて電圧変更制御を行ってもよい。電池残量の閾値を
複数レベルで設け、各閾値を下回る都度、電圧変更制御を実行してもよい。
【００３３】
　またさらに別の方法として次のようにしてもよい。すなわち、電池残量が所定の閾値を
下回った時点で、撮像装置１００の消費電力の大きな処理を制限する。そして、制限され
ていない処理の中で最も消費電力の高い処理に合わせて電圧レベル測定センサ１０６を駆
動し、その結果を踏まえて設定電圧を下げる。
【００３４】
　電源１０１がＡＣアダプタ４００である場合（Ｓ３０２でＹｅｓ）、電圧制御部１０２
は、ＡＣアダプタ４００に応じたマージン決定処理でマージンを決定する（Ｓ３０３）。
ＡＣアダプタ４００の出力で撮像装置１００が駆動される場合、撮像装置１００の定格電
圧が電圧制御部１０２に供給される。この定格電圧を元に、電圧制御部１０２が各ブロッ
クに対して電圧制御を行う。
【００３５】
　この場合、安定した電力供給が見込めるので、電圧制御部１０２は、撮像装置１００の
起動時にのみ電圧レベル測定センサ１０６を駆動させて信号処理部１０４の電圧を決定す
る。撮像装置１００のパフォーマンスを優先し、電圧レベル測定センサ１０６を駆動する
際のマージンは、電源１０１として電池２００を使用する場合よりも大きくする。例えば
、経年劣化考慮分と撮像装置１００の最も消費電力の大きな処理分を加味して、マージン
を決定する。
【００３６】
　電源１０１として電池２００とＡＣアダプタ４００を同時に利用できる場合がある。そ
のような場合は、撮像装置１００の起動時だけでなく、電源１０１がＡＣアダプタ４００
ではなく電池２００である場合と同様に、定期的又は撮像装置１００の処理の切り替わり
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毎などに、信号処理部１０４の電圧変更制御を実行しても良い。すなわち、電圧制御部１
０２は、そのようなタイミングに電圧レベル測定センサ１０６を駆動し、マージンに応じ
て信号処理部１０４への供給電圧を降下させ、その降下分を電池２００の充電に使用する
。ただし、電圧を降下させる時も、撮像装置１００の処理を優先し、例えば電圧レベル測
定センサ１０６の駆動結果から得られた電圧値よりも所定の割合分高い電圧設定値とする
など、信号処理部１０４への供給電圧には余裕を持たせる。
【００３７】
　電源１０１が外部装置３００である場合（Ｓ３０４でＹｅｓ）、電圧制御部１０２は、
外部装置３００に応じたマージン決定処理でマージンを決定する（Ｓ３０５）。外部装置
３００から給電されている場合、ＡＣアダプタ４００のときと同様に安定した電力供給が
見込めるので、電圧制御部１０２は、撮像装置１００の起動時にのみ電圧レベル測定セン
サ１０６を駆動させてマージンを決定する。ただし、外部装置３００の種類又はタイプに
より給電能力が異なるので、電圧制御部１０２は、外部装置３００の給電能力に応じてマ
ージンを変更する。具体的には、ＵＳＢ接続の場合、外部装置３００の給電能力を示すパ
ラメータを取得できるので、電圧制御部１０２は、このパラメータによって給電能力を判
断し、マージンを決定する。外部装置３００の給電能力が小さい場合にはマージンを小さ
くし、逆に大きい場合にはマージンを大きくする。
【００３８】
　電源１０１として電池２００と外部装置３００を同時に利用できる場合がある。そのよ
うな場合は、撮像装置１００の起動時だけでなく、電源１０１が外部装置３００ではなく
電池２００である場合と同様に、定期的又は撮像装置１００の処理の切り替わり毎などに
、信号処理部１０４の電圧変更制御を実行しても良い。すなわち、電圧制御部１０２は、
そのようなタイミングに電圧レベル測定センサ１０６を駆動し、マージンに応じて信号処
理部１０４への供給電圧を降下させ、その降下分を電池２００の充電に使用する。ただし
、電圧を降下させる時も、撮像装置１００の処理を優先し、例えば電圧レベル測定センサ
１０６の駆動結果から得られた電圧値よりも所定の割合分高い電圧設定値とするなど、信
号処理部１０４への供給電圧には余裕を持たせる。
【００３９】
　電源種類検出部１０３が、電源１０１の種類を判別できない場合（Ｓ３０４でＮｏ）、
電圧制御部１０２は、条件の悪い電池２００の場合と同様の方法でマージンを決定する（
Ｓ３０６）。すなわち、電圧制御部１０２は、定期的又は撮像装置１００の処理の切り替
わりの毎などの所定タイミングに、経年劣化による要素のみを加味したマージンで電圧レ
ベル測定センサ１０６を駆動する。電源１０１の特徴を把握できないので、電圧制御部１
０２は、外部装置３００及びＡＣアダプタ４００よりも条件の悪い電池２００と想定し、
電圧レベル測定センサ１０６を駆動することによる電圧変更制御を実行しない。
【００４０】
　図４は、電圧制御部１０２による電圧制御（Ｓ２０５）の詳細なフローチャートを示す
。図５は、電源種類ごとの電圧制御の変遷例を示す。図５（ａ）～（ｄ）のグラフにおい
て、横軸は時間を示し、縦軸は電圧を示す。ｔ１＞ｔ２、Ｖ１＜Ｖ２である。ｔ１、ｔ２
は、時間計測部１０７により計測される。一回の電圧変更で目標電圧に達しなかった場合
には、所定時間（以降の説明の降圧間隔に相当）経過後にさらに電圧変更する処理を繰り
返すことで、目標電圧まで変更する。
【００４１】
　図４及び図５を参照して、ステップＳ２０５の詳細な動作を説明する。本実施例では、
電源１０１に無理な負荷を与えないように、電圧制御部１０２は、電源１０１の種類、つ
まりは電源１０１の給電能力に応じて電圧制御を変更する。
【００４２】
　電圧制御部１０２は、図２のＳ２０３で判明した誤差（マージンを加味した電圧と現時
点での印加電圧との誤差）を電圧制御固有値として保存部１０８に保存する。次に、電圧
制御部１０２は、電圧制御固有値と現時点での印加電圧から設定電圧を信号処理部１０４
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に算出させ、信号処理部１０４に印加する電圧をその設定電圧値に変更する。
【００４３】
　電源１０１が外部装置３００及びＡＣアダプタ４００ではなく電池２００である場合（
Ｓ４００でＹｅｓ）、電圧制御部１０２は、電池２００に応じた電圧制御処理で信号処理
部１０４に印加する電圧を制御する（Ｓ４０１）。図５（ａ）は、電池２００に応じた電
圧制御処理のシーケンス例を示す。外部装置３００やＡＣアダプタ４００に比べて電池２
００には大きな負荷を加えられないので、一度に降圧する電圧（以下、「降圧量」と表記
する。）を小さく、かつ、一度降圧してから次に降圧するまでの時間（以下、「降圧間隔
」と表記する。）を長くする。降圧量、即ち電圧変化量と、降圧間隔、即ち電圧変化間隔
の一方又は両方を電池２００の種類によって変更しても良い。例えば、リチウムイオン電
池よりも負荷に弱いマンガン乾電池などの場合には、降圧量をＶ１より小さく、及び／又
は降圧間隔をｔ１より大きくする。
【００４４】
　さらに、電池２００の残量が所定閾値を下回ったら、電圧制御処理を変更するようにし
ても良い。例えば、電池２００の残量が少なくなると、それまで以上に強い負荷を与えら
れなくなる可能性が高いので、降圧量をそれまでよりも小さく、及び／又は降圧間隔をそ
れまでよりも大きくする。電池２００の残量に対する閾値を複数設け、各閾値を下回る毎
に上述した降圧量及び／又は降圧間隔を変更しても良い。
【００４５】
　電源１０１がＡＣアダプタ４００である場合（Ｓ４０２でＹｅｓ）、電圧制御部１０２
は、ＡＣアダプタ４００に応じた電圧制御処理で信号処理部１０４に印加する電圧を制御
する（Ｓ４０３）。図５（ｂ）は、ＡＣアダプタ４００に応じた電圧制御処理のシーケン
ス例を示す。外部装置３００及びＡＣアダプタ４００には電池２００よりも大きな負荷を
加えられるので、電圧制御処理の降圧量を大きくし、降圧間隔を短くする。これにより、
信号処理部１０４に印加する電圧をより早く設定電圧に変更できるので、撮像装置１００
の処理性能を重視した電圧制御を行うことができる。
【００４６】
　電源１０１が外部装置３００である場合（Ｓ４０４でＹｅｓ）、電圧制御部１０２は、
外部装置３００に応じた電圧制御処理で信号処理部１０４に印加する電圧を制御する（Ｓ
４０５）。利用される外部装置３００の給電能力がＡＣアダプタ４００と同等の場合と、
ＡＣアダプタ４００より低い場合とがある。前者の場合、電圧制御部１０２は、図５（ｂ
）に示すシーケンスで信号処理部１０４の電圧を制御する。後者の場合、電圧制御部１０
２は、図５（ｃ）又は同（ｄ）に示すシーケンスで信号処理部１０４の電圧を制御する。
図５（ｃ）に示す制御シーケンスでは、図５（ｂ）に示すシーケンスよりも降圧間隔を大
きくしている。図５（ｄ）に示す制御シーケンスでは、図５（ｂ）に示すシーケンスより
も降圧量を小さくしている。図５（ｃ）に示す制御と図５（ｄ）に示す制御を組み合わせ
て、降圧間隔を大きく、かつ、降圧量を小さくしてもよい。
【００４７】
　電源種類検出部１０３が電源１０１の種類を検知できなかった場合（Ｓ４０４でＮｏ）
、電圧制御部１０２は、電源種類検知不可時の電圧制御処理で信号処理部１０４に印加す
る電圧を制御する（Ｓ４０６）。マージン決定方法と同様、電源１０１の種類を検知でき
ない場合、電圧制御部１０２は、電池２００を電源１０１とする場合と同様の電圧制御処
理を実行する。降圧間隔と降圧量は、図５（ａ）に示す例と同様とする。ただし、電源１
０１の特徴を把握できないので、電源１０１が電池２００のような、閾値による電圧制御
御変更は行わない。
【００４８】
　電圧を低下させる降圧の電圧制御を説明したが、電圧を上げる昇圧の場合も同様である
。つまり、電力が安定供給されている場合は、次の昇圧までの時間を短く、一度に昇圧す
る電圧を大きくする。電力の安定供給が見込めない場合は、次の昇圧までの時間を長く、
一度に昇圧する電圧を小さくする。



(9) JP 2015-210546 A 2015.11.24

10

20

【００４９】
　本発明は、上述した実施例に限定されるものではなく、要旨を逸しない範囲で様々な応
用が可能である。例えば、上述した説明では、信号処理部に印加する電圧を制御している
が、撮像装置を構成するその他のブロックに対する電圧制御にも適用できる。
【００５０】
　信号処理部に印加する電圧を算出する際に、トランジスタの性能を示す特性値を用いて
いるが、信号処理部で使用されるその他の回路素子の特性値を用いても良い。複数種類の
回路素子の性能を複合的に用いて算出しても良い。
【００５１】
　電子機器の一例として撮像装置１００に適用した実施例を説明したが、本発明は、種類
又はタイプの異なる複数の電源を利用可能な電子機器、例えば、ＰＤＡ（Personal Digit
al Assistance）及び携帯端末などのモバイル機器にも適用可能である。
【００５２】
　外部装置３００と撮像装置１００を接続する給電をサポートするケーブルは、ＵＳＢケ
ーブルに限定されず、その他の、給電可能な接続手段も利用可能である。例えば、ＭＨＬ
（Mobile High-definition Link）対応ケーブルや、ＰｏＥ（Power over Ethernet（登録
商標））がある。なお、撮像装置１００は、電源１０１が無線給電装置５００である場合
、電源１０１が外部装置３００である場合と同様の処理や制御を行うものとする。
【００５３】
　さらに、上述の実施例の一部又は全部の機能を実現するソフトウエアのプログラムを、
記録媒体から直接、又は有線／無線通信を用いてプログラムを実行可能なコンピュータを
有するシステムや装置に供給し、そのプログラムを実行する場合も本発明に含まれる。本
発明の機能処理をコンピュータで実現するために、該コンピュータに供給又はインストー
ルされるプログラムコード自体も、本発明を実現する。つまり、本発明の機能処理を実現
するためのコンピュータプログラム自体も本発明に含まれる。
【図１】 【図２】
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